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導入の経緯

 大学として、業績を利用しやすい形で一括管理している
部署がない ⇒ この状況を打破したかった‥‥らしい

 大学がソフトウェアを購入 ⇒ ㈱Educeが開発した研究
業績プロ（大学の研究者管理、帳票作成ソフトウェア）

 医学部業績には対応しきれていない業績入力部分の拡
充を図書館が依頼された



機能拡充に際しての注意点

 医学部業績に即した形で入力できる
・共著者が多く、複数の講座にわたっている
・記事区分の追加、査読の有無
・多様な発表形態、招聘の定義

 可能な限り入力にストレスを感じさせない
・各種書誌DBからのコピー
・データの共有
・雑誌略誌名、ISSNの自動入力

 入力データの効率的な利用
・個人調書や提出書類に流用



入力画面例

複数講座関連付け可能
・１度のデータ入力で複数講座
ごとの業績一覧に表示される

複数著者登録可能
・１度のデータ入力で複数登録著者
ごとの業績一覧に表示される

クリック



データ構造

Ａ講座入力責任者

入力・修正

反映

講座業績

入職前業績

個人業績

研究者
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著書・学会発表 2001年

入力・修正

研究者

入力・修正依頼

図書館
入力補助・修正

Ｂ講座入力責任者

入力・修正
学術雑誌論文は図書館が入力
講座で研究者の関連付けを行う



業績DB導入のメリット

 大学の研究業績を1つに集約することができる

 講座ごとに持っていた業績をまとめることができる

⇒ 誰かが1度（正しく）入力すれば講座反映される

 各種書類に対応可能

文科省教員活動状況調査

大学基準協会調査書類

研究者個人の履歴書・申請書

講座単位での業績集を作成可能

等・・・

⇒ 事務局の負担軽減

⇒ 教員の負担軽減



業績DB導入後の課題

 データ入力が他講座（他人）に影響される

 研究者の関連付けがなされないことがある

⇒ 研究者にとっては未入力と同じ

 図書館が選定したDBではない

⇒ 保守・サポートが必須で、毎年費用が発生する

⇒ カスタマイズが全て業者任せになるため、拡張の

調整が難しくなる



業績DB導入後の課題 機能的側面

 詳細な検索機能の必要性

⇒ 業績データだけではなく、人事情報や研究者DB
までカバーしている検索フォーム

 充実したデータエクスポート機能

⇒ 現状は年単位、講座単位のExcelエクスポート

だけなので、上記検索結果を必要に応じてデータ

指定して取得できるような形
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